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極座標

極座標

二次元空間の点の位置を原点からの距離 r と x 軸からの角度  で表す

imshow('polar-1.jpg')

極方程式

二次元の曲線の方程式  (陰関数表示)を極座標で表すと  (極方程式)

例) 中心 , 半径 a の円の方程式

直交座標  では  → 

極座標表示すると  → 

imshow('polar-2.jpg')
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極座標での微分

例) 

 
より

 , 

合成関数の微分 

例題)
  

の極座標に関する偏微分
 ,  

を求めよ
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例題)
 
二変数関数

  
の極座標に関する二階偏微分

 ,  
を求めよ。その結果を用いて、

 
が成り立つことを示せ。この等式が

   
と

  
に関して成り

立っていることを確認せよ
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